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Copyright 2022 G-SEARCH LIMITED



新しい取り組みへの挑戦をサポートする
ジー・サーチの受託サービス
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はじめに
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最近感じる世界の変化

• 未来に対する漠然とした不安
持続可能な社会
安全・安心な社会

• 価値感の多様化
パーソナライズ化による利便性と偏向
中所得国の底上げに伴う新たな価値観の表出
社会の分断と対立

• 情報というものの変態
情報爆発（デジタル化）
情報処理の超高度化
グローバルな情報格差の平準化
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内閣府「科学技術イノベーション基本計画 -
次期戦略的イノベーション創造プログラム
（SIP）のPD候補の選定について」より

量子

AI IoT

データの
大容量化

処理の
高速化
分散化
高精度化

通信の
高速化
低遅延化

がDXの
引き金になっている。

高速

低遅延

大容量

高精度

分散

クラウド

ロボット
自律化

xR

GPU

データ
5G

戦略的イノベーション
創造プログラム
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ＤＸの
課題

• データが汚い（整理されていない）
• データの量と種類が多過ぎる。
• 兼務のため、時間がとれない。
• 具体的なプロセスに落とし込めない。
• ステークホルダーへの説明が難しい。
• あらかじめ成果を読みづらい。
• やりたいことの共通認識ができない。
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ジー・サーチにできること
• 信頼できる公開情報（有償・無償
コンテンツ）の収集と加工

• データ抽出（検索）から定量・定性
分析など、調査分析プロセスの設計

• イントラ向けまたは会員向けシステムへの
コンテンツ提供

• AI（自然言語処理）によるモデル開発、
サービス実装、アノテーション
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サービスの紹介
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ジー・サーチの受託サービス

①受託調査分析サービス

②コンテンツソリューションサービス

お客様の目的に合わせて、研究開発活動における調査や分析を包括的に支援します。
テーマの検討から事業化後調査まで、データ（文献）に基づく
調査･分析について、ご提案・サポートいたします。

長年のジー・サーチのデータベースサービス提供で蓄積した知見をもとに、論文や新聞情報
などのコンテンツを活用したお客様のDXの取り組みを強力にサポートします。
コンテンツの手配からデータの加工、分析、共有化まで、
お客様の目的に応じてご提案いたします。
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①受託調査分析サービス
テーマ 概要 支援プロセス例 サービス例

研究開発
テーマ策定

研究テーマの検討に必要となる要素を
把握し、実現可能性・方向性検討の
支援を行います。

1. 先行技術の全体像を把握
2. チーム単位の研究開発テーマ検討支援
3. 研究開発ロードマップの策定支援

国内・海外の特許・論文情報を幅広く調査し、概要
マップを作成した後、分類軸を設定して人手やAIによ
るスクリーニングを行い、注目技術の抽出や技術マップ
及びプレイヤーマップを作成します。

競合情報
分析

競合情報を収集・分析する、CI
（Competitive Intelligence）
業務を支援します。

1. 調査対象及び調査観点の検討
2. 特許出願（法的状況を含む）、プレスリ

リース等の公開情報調査・分析
3. 継続的なレポーティング

国内・海外の特許・論文データベース、インターネット
情報源から、特定企業に関する情報を収集・整理す
る仕組みを作り、継続的にサービスします。

新規市場
開拓

自社のコア技術を活かした新たな用途
や市場開拓の探索、事業化に向けた
実現可能性の検討を支援します。

1. 特許・論文情報などの調査・分析による
ポジショニング確認

2. 用途や市場の候補探索
3. 事業化に向けた実現可能性の検討

国内・海外の特許・論文情報を幅広く調査し、概要
マップを作成した後、分類軸を設定して人手やAIによ
るスクリーニングを行い、新規の用途や市場の候補を
探索します。

技術動向
調査

自社事業領域に関連する技術動向
の定点観測やIPランドスケープの作成
を支援します。

1. 調査対象及び調査観点の検討
2. データベース等から情報収集・分析
3. レポーティング

国内・海外の特許・論文データベースから、特定技術
に関する情報を収集し、文献リストを作成します。
遡及調査から、定期的なウォッチング調査まで対応可
能です。

研究開発
パートナー
探索

オープンイノベーションの推進に必要な
研究開発パートナー探索を支援します。

1. 論文・文献情報から対象を把握
2. 相関マップ、人物関係を整理
3. 研究者や研究機関の絞り込み（一次ス

クリーニング、二次スクリーニング）

特定領域に特徴を持つ研究者や研究機関、共著関
係から相関マップを作成し、適切な研究開発パート
ナー候補を探索、有力な対象を絞り込みます。

テーマ例
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②コンテンツソリューションサービス
サービス サービス内容 特長

イントラ向け
スタンダードSDI

あらかじめ用意されている700以上のテーマから、関心がある技術
分野を選んでいただき、該当テーマの論文情報（月2回更新）
を、FTPサーバ（弊社用意）経由で提供します。お客様は、配
信されたコンテンツをイントラに搭載し、社内で共有できます。

• 国内・海外の最新技術情報が、直接ユーザに届きます。
• イントラ内での活用の幅が広がります。（例えば、お客様サーバで
利用ログを分析すると、どの論文がよく読まれているか、どのユーザや
グループがどの論文を読んだかを把握したり、URLを共有してディス
カッションやリコメンドに用いることなどが可能です。）

JDreamⅢ API イントラ向けに、JDreamⅢ APIを用いて国内海外論文情報の
検索機能や出力機能を提供します。お客様は、サイト内に検索
窓を用意し、組織内のユーザに文献検索サービスを提供すること
ができます。

• お客様組織内で、必要な場所に検索窓を設置することができます。
• JDreamⅢの必要な機能だけを取り出し、自社のコンテンツや機
能と組合せて活用することができます。（例えば、統合検索サービ
スを用意し、ユーザが入力した一つのキーワードに対して、複数の
データベースから検索結果を返すなど）

AIフィルタリング・
分類モデル作成

BERT等、最新の自然言語処理技術を活用して、文脈をとらえ
た文章の解析により、技術文献のフィルタリングや分類付与を行う
AIモデルの作成と検証を行います。検証の結果、実施可能と判
断できる場合は、AIモデルを搭載したプログラムやUIの開発を行
います。

• 実際のデータを用いて、最適なモデルの検証やチューニングを実施
した後に、プログラムの開発や実装を行いますので、若干時間はか
かりますが、安心してプロジェクトを進めることができます。

• 教師データの作成（人手によるスクリーニングとアノテーション）も行
えます。

イントラ向け
コンテンツ手配・
配信

イントラでの外部コンテンツ活用にあたって大きな壁となる著作権
や許諾関係、および運用面の課題解決について、長年のデータ
ベースサービス提供で蓄積した知見をもとに実現可能性を踏まえ
たご提案を行います。ご利用環境を詳しくヒアリングさせていただき、
コンテンツホルダーとの調整をお手伝いします。必要に応じて、コン
テンツの加工や配信などの運用面でもお手伝いします。

• コンテンツホルダーとの調整を一本化することができます。
• コンテンツの目利き、権利の確認、配信の仕組みなどの課題に対し
て、トータルに実現可能性を考慮してプロジェクトを推進することが
できます。

サービス例
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受託サービスの利用方法

プロジェクトの目的、短期及び中長期的なゴール、想定されるコンテンツや
その種類、お客様環境、希望時期、ご予算などを伺います。
また、必要に応じて、秘密保持契約（NDA）を締結いたします。

ヒアリングをもとに、目的やゴールと実現可能性を考慮の上、最適と考えら
れるプロセスをご提案します。なお、ご提案は、検証フェーズと本番フェーズ
のように多段階となる場合もあります。

ご提案と修正を何度か繰り返し、提案内容とゴールとのギャップを確認の上、
要件をアジャストします。要件（プロセス、仕様、体制、スケジュールなど）
が確定した後に、お見積いたします。要件とお見積にご納得いただけました
ら、ご契約に進みます。

要件設定時に定めたスケジュールに沿ってプロセスを実施します。状況は、
定例会などで逐次ご報告、都度納品します。また、運用がある場合には、
継続してサービスを提供します。
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調査分析事例紹介

ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）
領域で、自社技術が活かせる分野はどこ？

N E X T
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受託調査分析事例紹介
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受託調査分析 事例紹介
ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）において、自社技術が活かせる分野を探索したい。

 事例設定
• 化学メーカーA社は、脱炭素社会やサーキュラーエコノミーの実現に向けた自社のプレゼンス
を拡大するため、自社技術を活かして短期間に事業化できる領域を探索している。

• 特に、カーボンニュートラルに着目し、プラスチックリサイクル領域をターゲットと考えている。
• 現時点では、具体的な仮説はなく、まず網羅的かつ客観的に技術の全体像を俯瞰したい。
また、俯瞰分析後に仮説設定を行うため、詳細な技術内容や適用分野の実現可能性も
調査したい。

 課題
• 調査分析のプロセスをどのように設計すればよいか分からない。また、それらを検討・実践す
るための人的リソースが不足している。
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テーマの背景 ～ＧＸについて～

【出典】内閣官房 GX実行会議（第3回）, 「GXを実現するための政策イニシアティブ」（2022年10月26日）

• グリーントランスフォーメーション
（GX）とは、カーボンニュートラ
ルや温室効果ガス排出削減に
向けた取組を経済成長の機会
と捉え、経済社会システム全体
を変革しようとするものです。

• GXの取組に対して、各国政府
が多額の投資を計画しており、
産業上の主導権争いも激化し
ています。
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テーマの背景 ～プラスチックリサイクルについて～

国内のCO2
排出量の約3割が
産業・工業プロセス由来

内、2割弱が
化学分野からの排出

【出典】 経済産業省 資源エネルギー庁, 「カーボンニュートラルで環境にやさしいプラスチック
を目指して（前編）」（2022年1月13日）

• プラスチックリサイクル
は、GXテーマの一つ。
主な課題には、熱源
転換、原料循環、原
料転換がある。

• また、プラスチックごみ
への対策は、SDGs
目標の課題としても
認識されている。
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調査分析のプロセス

①事前調査 ②文献調査 ③分析

• 自社コア技術およびプラスチック
リサイクル関連技術の確認
（技術文献データベースを用い
た予備調査を含む）

• 政府・企業レポート等の調査
• 調査スコープの検討

• 調査スコープの確定
• 検索条件の設定（情報源、
検索式、アウトプットの検討）

• 文献検索、出力

• 基本的な定量分析
• 定性分析（テキストマイニング
による共起ネットワーク分析）

• 特定分析（急変、比較）
• グルーピング、文献読み込み
（深掘り分析）

【要件】 プラスチックリサイクルに関する周辺技術を調査対象スコープとして設定し、自社技術と関連する要素技術の
抽出を行った上、新規事業検討のための候補を探索する。

【情報源】インターネット情報源、各種データベース、
特許出願技術動向調査報告書、ヒアリングなど

【情報源】特許・論文データベース、インターネット情報源など 分析イメージ
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①事前調査 ～JDream Innovation Assist～

簡単なキーワードから検索し、大まかな
文献数、主な技術分野やプレイヤー、
最近トピックスを掴み、あたりをつけます。

C08（有機高分子化合物とその製造）
B09（固体廃棄物処理・汚染土壌の再生）
G06（計算・プロセッシング） など

最近のニュース
では、複数の企
業や団体による
リサイクル連携
が多く見られる。
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①事前調査 ～一般情報調査～

【出典】特許庁, 「令和２年度特許出願技術動向調査－プラスチック資源循環－」（2021年2月）

• プラスチックリサイクルには、「マテリアルリサイクル」、
「ケミカルリサイクル」、「サーマルリサイクル」という
大きく3つの種類があり、それぞれ課題がある。

• リサイクルのプロセスは、「消費・使用」→「廃棄」
→「回収」→「前処理（洗浄・破砕・分離）」
→「製造・再利用」の順で、それぞれ技術がある。

• 関連する技術として、「バイオマスプラスチック」、
「生分解性プラスチック」、その他の「プラスチック
代替素材」によるプラスチックの製造などがある。

調査スコープと検索条件の検討へ
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②文献調査（調査スコープ）

【対象技術】
• プラスチックリサイクルの各プロセス（回収→前処理→
製造・再利用）における技術を主な対象とする。また、
デジタルデータ処理に関する技術は対象外とする。

【対象期間】 最近20年間
【対象地域】 国内および海外の技術
【対象文献】 特許および論文情報

【調査目的】 プラスチックリサイクルに関する技術を俯瞰し、
自社技術との組み合わせで新規事業を展開
できる候補領域を探索する。

文献調査の範囲を設定
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②文献調査（国内特許）
検索データベース：PatentSQUARE 国内特許（2022.10.25更新）
式No. 登録件数 検索項目 条 件 式
S001 6,744 IPC B29B17/02+B29B17/04+C10G1/10
S002 12,992 IPC B29B17/?+C08J11/?
S003 12,105 文章系組合せ [?体積?,?容積?*?減?]A3//[@発明の名称+要約+請求の範囲]
S004 660,483 文章系組合せ ?減容?+?溶解?+?ペレット?+?フレーク?+?分解?+?解体?+?高炉?+?コークス?//[@発明の名称+要約+請求の範囲]
S005 5,922 論理式 S002*(S003+S004)
S006 336,243 IPC B29B7/?+B29B9/?+B29B11/00+B29C?+B29D?
S007 8,749 文章系組合せ [?廃?*?プラスチック?,?樹脂?]A10//[@発明の名称+要約+請求の範囲]
S008 10,148 文章系組合せ [?リサイクル?,?再利用?,?再生?*?樹脂?,?ペレット?,?フレーク?,?プラスチック?,?マテリアル?,?材料?,?ポリマ?,?高分

子?]A5//[@発明の名称+要約+請求の範囲]
S009 2,086 論理式 S006*(S007+S008)
S010 19,539 IPC C21B?
S011 8,749 文章系組合せ [?廃?*?プラスチック?,?樹脂?]A10//[@発明の名称+要約+請求の範囲]
S012 4,161 文章系組合せ [?吹?,?還元?*?プラスチック?,?樹脂?]A10//[@発明の名称+要約+請求の範囲]
S013 197 論理式 S010*(S011+S012)
S014 19,813 IPC C10B57/?+C10J?+C10L5/?+C04B7/?
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②文献調査（国内特許）

※調査目的からは、海外特許の調査を加えた方が良いと思われますが、今回は国内特許のみを対象としました。

式No. 登録件数 検索項目 条 件 式
S015 1,748,513 文章系組合せ ?プラスチック?+?レジン?+?樹脂?+?高分子?//[@発明の名称+要約+請求の範囲]
S016 1,613 論理式 S014*S015
S017 1,915 IPC C08J11/12+C08J11/14
S018 46,992 文章系組合せ ?ガス化?+?油化?+?液化?//[@発明の名称+要約+請求の範囲]
S019 532 論理式 S017*S018
S020 9,225 論理式 S005+S009+S013+S016+S019
S021 6,386,112 出願日 20021101:20221231
S022 3,845 論理式 S020*S021

※今回の検索式は、特許庁が公開している「グリーン・トランスフォーメーション技術区分表（特許検索式含むエクセル版）」を参考にしました。
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②文献調査（国内・海外の技術文献）

L番号 検索式 件数 備考
L1 B29B17/IPC 870 B29B17（プラスチック含有廃棄物からのプラスチックまたはその他の成分の回収）
L2 "プラスチックリサイクル"/STS 592 準シソーラス
L3 (プラスチック|樹脂|レジン|高分子|ポリマー(5A)リサイクル|

再生|ごみ|廃棄|使用済み)/AL
38,622 フリーワード

L4 "プラごみ"/AL +  "プラスチック屑"/AL + "廃プラ"/AL + "
再生プラ"/AL + "plastic recycling"/ALE + "plastic 
waste"/ALE + "plastics waste"/ALE + "polymer 
waste"/ALE + "waste plastic"/ALE + "waste 
polymer"/ALE

12,555 フリーワード

L5 (B29?+C08?+C10?+C04B?+C21B?)/IPC 1,071,858 B29（プラスチックの加工；可塑状態の物質の加工一般）
C08（有機高分子化合物；その製造または化学的加工；それに基づく組成物）
C10（石油，ガスまたはコークス工業；一酸化炭素を含有する工業ガス；燃料；潤
滑剤；でい炭）
C04B（石灰；マグネシア；スラグ；セメント；その組成物）
C21B（鉄または鋼の製造）

L6 L1+L2+((L3+L4)*L5) 10,956
L7 L6 * (PY>=2001) 7,970 最近20年間（出版年2001年以降）
L8 L7 AND (AB/FA) 7,875 抄録付き文献

検索データベース：JSTPlus（2022.10.25更新）
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③分析 ～基本的な定量分析の例～

見なし取下げ

年金不払い

拒絶査定

登録
審査中

以前より出願数は減ったが、
最近はやや増加傾向

審査請求なし

高分子化合物の
仕上げ、混合方法、
その他後処理

プラスチック加工の
準備・前処理

固体廃棄物処理

特許（国内）

IPC

論文（国内・海外）

最近2年に論文数が急増
（特に海外）

高分子化合物の
組成物

固体廃棄物処理

セメント・セラミックス等

IPC

日本

英国

オランダ

米国
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論文

③分析 ～共起ネットワーク分析の例～
自然言語処理に
よるクラスタリング
と関係可視化

特許

要素技術 用途 特定対象

強度・弾性など
機能性向上の
技術が多い

燃料化

回収

ディーゼル代替

廃プラの分離・
分解 測定・分析

建材向け利用

家電からの回収

成形

機能性

廃プラのコークス
炉利用

廃プラのアスファルト
舗装利用

廃タイヤ・ゴムの
回収・再利用

廃プラの分離・
分解

再プラの成形・製造

廃プラの燃料化

衛生用品から、パルプ
繊維を回収・再利用

廃プラの
減容化

建材向け利用

ペレット
製造

微生物に
よる分解

回収

廃タイヤ・ゴムの
回収・再利用廃プラのコークス

炉利用

分解・分離、
燃料化など
の技術が
多い

繊維強化材料の
回収・再利用
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分析結果から

• 分解・分離や燃料化に関する技術
は国内に蓄積があり、プレイヤーも
多いと思われる。

• 再プラスチックの高機能化（強度、
弾性、耐衝撃性など）の研究開
発が海外を中心に進んでいる可能
性がある。

【出典】特許庁, 「令和２年度特許出願技術動向調査－プラスチック資源循環－」（2021年2月）

③分析 ～共起ネットワーク分析の補足～
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③分析 ～急変分析の例～

最近3年に、「触媒熱分解」、「高分子マトリックス」、「共有結合」、
「ロバスト性」、「三次元印刷」、「バイオオイル」等が増加

論文
シソーラス＋準シソーラス 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 total 最近3年比率

バイオポリマーと再生可能ポリマー 16       57       46       119     100.0%
触媒熱分解 2         17       11       30       100.0%
円形経済 2         10       47       37       96       97.9%
価格決定 1         5         8         16       30       96.7%
プラスチックリサイクリング 2         1         2         25       17       47       93.6%
多重化 2         4         13       22       12       53       88.7%
生態系 1         2         6         12       13       35       88.6%
リサイクリング 1         5         28       79       60       191     87.4%
circular economy 2         4         5         24       11       46       87.0%
Chemical recycling 2         2         1         6         11       16       38       86.8%
生産者 1         2         1         8         20       10       44       86.4%
持続可能性 2         3         5         6         22       54       57       157     84.7%
高分子マトリックス 1         5         12       11       12       42       83.3%
Circular economy 1         7         4         13       22       24       71       83.1%
海洋 1         3         8         12       30       17       71       83.1%
都市 1         6         11       13       13       45       82.2%
recycling 4         1         1         12       23       35       22       98       81.6%
道路 4         4         9         19       15       53       81.1%
plastic waste 1         2         5         5         20       8         41       80.5%
共有結合 1         3         1         2         6         14       17       46       80.4%
熱化学 2         3         1         3         13       8         30       80.0%
pyrolysis 3         1         3         10       10       7         34       79.4%
ヒト 1         3         2         5         15       14       43       79.1%
電力 1         2         1         1         7         11       8         33       78.8%
ロバスト性 3         2         5         8         17       12       47       78.7%
煉瓦 1         1         1         5         11       19       10       51       78.4%
Catalytic pyrolysis 1         2         1         3         2         13       10       32       78.1%
食品 1         1         4         7         14       11       41       78.0%
三次元印刷 2         5         3         9         15       15       50       78.0%
Polyethylene 2         3         4         1         7         14       14       45       77.8%
循環経済 1         12       10       15       32       32       102     77.5%
ソーティング 1         3         3         2         13       9         31       77.4%
酵素 3         2         3         10       11       31       77.4%
湿潤 1         3         6         12       9         35       77.1%
バイオオイル 2         1         4         5         12       20       18       65       76.9%
高分子材料 5         3         10       20       16       60       76.7%
印刷 4         2         6         8         9         30       76.7%
インフラストラクチャー 3         4         10       11       8         38       76.3%
Waste plastic 3         3         6         4         14       20       50       76.0%

シソーラス＋準シソーラス2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 total 最近3年比率
多重化 2         4         13       22       12       53       88.7%
持続可能性 2         3         5         6         22       54       57       157     84.7%
ロバスト性 3         2         5         8         17       12       47       78.7%
レオロジー特性 2         1         3         1         10       17       13       53       75.5%
塑性 6         6         6         8         21       12       61       67.2%
疎水性 1         3         4         8         5         22       15       64       65.6%
延性 5         2         6         12       12       24       35       109     65.1%
微生物分解性 2         12       11       15       26       46       43       183     62.8%
芳香族化 1         1         4         2         10       7         31       61.3%
弾性 2         4         5         2         14       13       14       68       60.3%
官能化 3         12       7         3         4         27       21       87       59.8%
生分解性 1         12       6         5         14       12       53       58.5%
熱塑性 7         8         13       13       13       18       76       57.9%
最適化 6         10       19       16       29       60       52       250     56.4%
熱特性 6         15       8         10       28       47       30       188     55.9%
相溶化 1         6         13       7         8         19       14       74       55.4%
脆性 3         3         7         11       9         8         51       54.9%
繊維強化 1         4         3         5         8         15       13       66       54.5%
引張特性 2         5         5         3         10       13       5         52       53.8%
剛性 5         8         8         17       17       33       30       156     51.3%
親水性 9         3         1         6         8         8         43       51.2%

機能性では、「ロバスト性」、「レオロジー特性」、「塑性」、「疎水
性」、「延性」、「微生物分解性」、「弾性」、「脆性」、「繊維強化」、
「引張特性」、「剛性」、「親水性」等が増えている。
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③分析 ～深掘り分析の例～

レポーティングへ

これまでの分析結果から、いくつかの注目技術に着目
して文献の読み込みを行い、具体的な技術内容など
を深掘りする。

注目技術例

注目テーマ 炭素繊維強化プラスチックのクローズドループリサイクル技術

背景
• 炭素繊維強化プラスチック（CFRP）は、軽量で高い強度をもち、航空機や自動車のドア、大型風
力発電や建築材料などの高い強度や剛性が求められる分野を中心に、広く使用されている。

• 工程廃材や使用済みの廃CFRPの多くは、サーマルリサイクルや埋立処理に用いられている。
• リサイクルにおいては、炭素繊維にダメージを与えずにプラスチックと分離することが課題である。

注目技術

• ロジン由来フマロピマル酸(FPA)/グリセロールトリグリシジルエーテル(GTE)/ヒドロキシ末端超分枝ポリ
エステル(HBP)15‐炭素繊維(CF)は、ヒドロキシ末端HBPの触媒操作中にエチレングリコールにより分
解され、分解マトリックスはクローズドループリサイクルできた。走査電子顕微鏡、ラマン分析および引張
試験により、分解反応がリサイクルCFの特性を劣化させないことを示した。

• 優れた機械的性能および高いT_g(ガラス転移温度 >200℃)を有するエポキシ/無水物熱硬化系を、
トリエタノールアミンを共硬化剤として、テトラグリシジルメチレンジアニリン(TGDDM)をエポキシマトリック
スとして用いて、炭素繊維強化プラスチック(CFRP)用に開発した。この穏やかなリサイクルプロセスは、リ
サイクル可能なポリマーマトリックスをオリゴマーに分解し、炭素繊維にほとんどダメージを与えない。
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④レポーティング
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まとめ
受託調査分析サービスでは、

• 研究開発テーマ策定、競合他社分析、新規市場開拓、技術動向調査、研究開発パー
トナー探索など、お客さまの研究開発活動における調査や分析を包括的に支援します。

• 調査分析のよくあるパターンとして、①具体的な仮説がなく、全体を俯瞰しながら、特定の
目的に合致する候補を抽出するケースと、②具体的な仮説に対して、客観的なデータから
裏付けを行うケースとがあります。

• データベース提供会社として、情報源の選別や文献データベースの調査分析に加えて、
原文献の入手、スクリーニング、データ加工などを通じて、様々なご要望
にお応えします。

• お客さまの目的やその解決をお手伝いするためのプロセスは千差万別
です。お客さまの要件に合わせて、その都度、カスタマイズしたご提案を
行います。まずはご相談ください。
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学術文献検索サービス
「JDreamⅢ」を利用した分析と最新情報
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１）JDreamⅢ 検索事例
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検索の流れ

【1】背景や技術の概要を理解する

【2】課題を確認する

【3】分析する
3-1. 課題の再確認
3-2. 課題に対する研究動向
3-3. 研究機関の最新文献
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【1】カーボンリサイクルと微細藻類

出典：（社）藻類産業創成コンソーシアム https://algae-consortium.jp/about_algaebiomass
「カーボンリサイクル技術ロードマップ」経済産業省 2021年改訂https://www.meti.go.jp/press/2021/07/20210726007/20210726007.pdf

化石燃料に代わるバイオ燃料として微細藻類が注目されている

微細藻類とは？

淡水や海水などにみられる微細
な藻類の総称。（略）水中に浮遊
する植物プランクトン以外に、海
底の岩や陸上のコンクリート壁に
付着している藻類も含む。（略）

出典：コトバンク
（ https://kotobank.jp/word/%E5%BE%AE%E7%B4%B

0%E8%97%BB%E9%A1%9E-2879599 ）
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【1】微細藻類を活用したバイオジェット燃料

https://www.nedo.go.jp/activities/ZZJP_100127.html

バイオ燃料の中でもバイオジェット燃料は
2027年の航空業界におけるCO2排出量削減の切り札として特に注目されている
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検索の流れ

【1】背景や技術の概要を理解する

【2】課題を確認する

【3】分析する
3-1. 課題の再確認
3-2. 課題に対する研究動向
3-3. 研究機関の最新文献
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■ 生産
大量培養による生産性の向上、コスト・立地条件検討（CO2排出源の近隣、周辺環境への影響）、生物種選定（CO2固
定後の利用法に沿った種の探索、遺伝子組み換え、その後の対応）など総合的なシステムとして検討する必要

■ 培養液からの微細藻類の回収
実験レベルでは可能だが大規模生産の場合、収穫率やコスト、培養液から藻類回収に必要な凝集剤の処分などが課題

■ 抽出
乾燥に多量のエネルギーを必要とするため、細胞壁を破砕し多くの脂質分を抽出する技術開発が必要

■ 精製
トリグリセリドを燃料とする場合には水素転換や異性化が必要だが、コストや熱量に課題

【2】微細藻類利用における技術課題

参考 https://www8.cao.go.jp/ocean/policies/chousa/pdf/idenshigen_3.pdf

注目される「微細藻類」だが、実用化には多くの課題も存在している

本日のテーマはこちら！
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検索の流れ

【1】背景や技術の概要を理解する

【2】課題を確認する

【3】分析する
3-1. 課題の再確認
3-2. 課題に対する研究動向
3-3. 研究機関の最新文献
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【3-1】全体像の把握
藻×バイオ燃料

関連論文が
伸びています

注）2017年より海外文献の拡充が行われ、
オランダ(Elsevier)は増加傾向となります。
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【3-1】全体像の把握
藻×バイオ燃料

生産に
関する語も
入っている
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【3-2】課題検索 (クイックサーチ)
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【3-2】 検索語の確認(アドバンスドサーチ)
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【参考】検索ワードのチェック

「JSTシソーラスブラウザ」の
「関連シソーラス用語一覧」を
見ると、検索ワードのヒントを
得られます。
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【3-2】課題に対する研究動向

藻類って下水で
育つのかな？
廃水分野でも

解決できるかも？

L1 53件に対するグラフ
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【3-3】分野を限定する

「藻 AND バイオ燃料」

「下水 OR 廃水」

「藻 AND バイオ燃料」 AND 
「下水 OR 廃水」

下水・廃水分野では
どのような研究が
行われているかな？
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【3-3】レコードの確認

＜ここまでの流れ＞

① 藻を使ったバイオ燃料の生産性を調査
② 「下水・廃水」での研究を確認
③ 藻を使ったバイオ燃料を下水分野で見る
④ 「クロレラ属」を発見★

→クロレラ属(藻)を活用したバイオ燃料は？

微細藻類の中でも
クロレラ属を
利用すると
よく育ちそう

関連研究も
増加傾向
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【3-3】クロレラ属(藻)を活用したバイオ燃料

「どこで」、
「なにを」
研究している
かな？
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【3-3】日本国内のプレーヤー

①

②

③

＜グラフからの気づき！＞

・継続的なプレーヤーと
共創の可能性はないか？

・中心的な研究者は？

・直近の論文から課題解決の
キーが見つかるかも？

・大学名が多く、まだ実用化
されていないのかな？

＜論文を日本国内に限定する方法＞
① 「言語・記事区分などで絞込む」の「発行国」を「日本」にします。
② 「フィールド選択入力」の「選択項目」を「所属機関名・団体著者

名」にして、「JP OR JAPAN」で検索します。
③ ①と②を、OR検索します。
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【3-3】研究機関の最新文献

・東京大学 <世界を変えるSTORY vol.7
-アルガルバイオ-＞

クロレラで有用物質を生産
人々の健康や環境を守る

“このカラフルな色調は、クロレラに
含まれる葉緑素やカロテノイド
の種類や含有量の違いによって生ま
れる。数週間で培養できるクロレラ
は高等植物などと比べ、生産性が高
い。“

提供：JSTnews
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【まとめ】JDreamⅢ検索で分かったこと

【目的】藻を使ったバイオ燃料の生産性を向上したい
【結果】
・藻を活用したバイオ燃料の関連研究は増加傾向である。
・藻の中でもクロレラ属は廃水で効率良く生産できる。
・基礎研究が多く、実用化に向けて伸びしろがありそう。

★ JDreamⅢを利用すると ★
・研究課題を解決するヒントを見つけられます。
・研究者、研究機関に関する情報が得られます。
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２）JDreamⅢ 最新情報
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メリット

論文の執筆者

データーベース
利用者

査読・受理

2022年7月サービス開始

・更新頻度：隔週

・収録数：72万件 （2022年11月現在）
約27万件/年

・アドバンスドサーチ/クイックサーチで
使用可能

・単独ファイルとして提供（PREPRINT）

・プレプリントファイルは arXiv, bioRxiv,
medRxivのサーバに投稿された論文を収録

・ユーザSDI、グラフ化の対象外です。

・緊急性を有する
論文情報の早期入手

・研究者へ早期に
コンタクトできる

出版・公開

プレプリント
サーバー

従来の論文投稿

プレプリントとは サービス概要

プレプリント提供開始
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プレプリント提供開始
○収録されているプレプリントサーバー：

○ JDreamⅢで検索するメリット
複数のプレプリントサーバを同時に日本語で検索できます。
シソーラス用語での検索が可能です。
特定のサーバーを指定した検索が可能です。
他のファイルと同様の形式で出力することができます。（収録項目は一部異なります）
無料ファイルとして提供しています。

サーバ名 主な収録分野 更新件数

arXiv（アーカイヴ） 物理､数学､コンピュータサイエンス､定量生物学､定量金融学・統計学 約8,300件/回

bioRxiv（バイオアーカイヴ） 生物学 約2,200件/回

medRxiv（メドアーカイヴ） 医学、臨床研究、及び関連する健康科学 約800件/回
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2022シソーラス改訂

参考

・シソーラス改訂について https://jdream3.com/news/document/20220530_jd_thesaurus_revise2022.xlsx

・2022 シソーラス改訂における医学系シソーラス用語の見直し https://jdream3.com/news/document/20220725_jd_thesaurus2022.pdf

改訂語一覧（抜粋）

近年の医療技術の進歩に伴い、医学系シソーラス用語の見直しを2021年から実施しており、2022シソーラス改訂では、
JMEDPlus独自のサブヘディング索引を含め、適切な検索が可能となるよう階層の見直しを行いました。

■シソーラス改訂（2022年7月）

改訂対象
・新語 なし
・修正語 12語（見出し語 3語）
・削除語 １語

Copyright 2022 G-SEARCH LIMITED

https://jdream3.com/news/document/20220530_jd_thesaurus_revise2022.xlsx
https://jdream3.com/news/document/20220725_jd_thesaurus2022.pdf


IEEE/ACS
Elsevier
Willy など
外国誌強化

2016年以降の主なコンテンツ強化

JST5874
ファイル追加

引用/被引用
情報追加

予稿集等
本文一部
表示

Elsevier
過去分搭載

プレプリント
ファイル追加

Elsevier
過去分搭載

2016年
4月～

2018年
4月～

2020年
4月～

2022年
4月～

国際特許分類
(IPC）追加

類似特許
データ追加

JDreamⅢ 収録データ強化の取り組み
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■収録時期：2022年11月～2023年4月（予定）
■対象誌 ：Elsevier社の発行する843誌

例）Biochemical and Biophysical Research Communications（ライフサイエンス）、
Journal of Magnetism and Magnetic Materials（物性物理）、
Bioorganic & Medicinal Chemistry Letters（有機・高分子化学）、
Clinical Neurophysiology（医学・薬学）、
Applied Mathematics and Computation（管理・システム技術） など

●収録件数：30万件
●対象年代：2015年～2016年
●対象分野：医薬、サイエンス分野

・当月更新分から23年4月頃（予定）まで、毎週の更新レコードに遡及データが収録されます。
・過去分の遡及データには収録時のレンジ（/RG）が索引されます。
・過去分データはユーザSDI、スタンダード/リクエストSDIでは配信されません。

外国誌 収録データの拡充（過去分の遡及収録）

Copyright 2022 G-SEARCH LIMITED



管理者ログイン画面の変更

■変更予定日：11月24日（木）

■対象サービスおよび新ログインURL
①検索サービス
https://dbs.g-search.or.jp/jdsub/login/S01_jd3_jdm.html

②科学技術文献速報（Web）
https://dbs.g-search.or.jp/jdsub/login/S02_jd3_jdm.html

③SDIサービス
https://dbs.g-search.or.jp/jdsub/login/S03_jd3_jdm.html

※ 「管理者ログイン」ボタンをクリックした時に表示される画面が変更になりますが、
今までの管理者ID・パスワードで引き続きご利用いただけます。

管理者画面へのログイン方法がBasic認証からフォーム認証へ変更
例）検索サービス管理者画面ログイン

Basic認証からフォーム認証へ

変更前

変更後
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あらかじめ決まっているテーマを購読、ウェブで更新分を確認・ダウンロード

さまざまな分野に関する約700テーマが用意されており、
1テーマ 年間45,000円で購読が可能です。

更新のお知らせはメールで配信されます。ウェブには
過去3か月分のデータが蓄積されています。

スタンダードSDIとは
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スタンダードSDI テーマ追加

SDIの追加テーマを検討して
おります。
https://jdream3.com/service/sdi/

テーマのご希望があれば、
アンケートにご記入ください。

ご協力をよろしくお願いします。

RPA・ローコード・ノーコード エネルギーハーベスティング
デジタルトランスフォーメーション 非熱プラズマ
デジタルサイネージ 抗ウイルス素材
仮想現実（メタバース）・AR MaaS
第6世代移動通信システム MEMS
非接触テクノロジー 人工知能(応用)_創薬
デジタルツイン デジタルヘルス
スマートシティ・スマートコミュニ
ティー ゲノム編集

スマート農業 オルガノイド
循環型経済 中分子医療
光触媒による水分解

ご参考：2022年度の追加テーマ 21テーマ
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その他 更新/変更・今後の機能強化

※上記計画は変更される可能性があります。

No. 変更（予定）項目 リリース時期 概要

1 ✔ 外国誌39誌の過去分収録 2021年12月
医学分野を中心とするElsevier社が発行する39誌の
2005年から2016年に発行された約14万件のレコード
を収録

2 ✔ 準シソーラスの対応ディスクリプタ 2022年4月 準ディスクリプタに対応する上位語のシソーラス用語
を外国誌のレコードにも索引

3 ✔ ユーザSDI配信条件指定の一本化 2022年10月 配信条件の指定条件から 「索引付与・訂正時」を廃止
し、「索引付与」に一本化

4 機関辞書の更新（※） 2022年12月以降 国立研究開発法人および大学（国立大学法人、公立大
学、私立大学）の更新・新規追加を実施

5 物質索引改訂（※） 2023年1月以降 同一の日化辞番号に、物質索引を複数付与できるよう
改修実施

6 スタンダードSDI テーマ追加（※） 2023年4月予定 新規テーマ追加の実施予定
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JDreamサービスの最新情報ご紹介
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AIを活用した３つのJDream関連サービス

新技術の開発や、新たな市場
の開拓など、部門を超えたイ
ノベーション創出

産学官連携の相手探しや
キー・オピニオン・リーダー
（KOL）の探索

医薬・ライフサイエンス分野
の研究開発における新たな気
づきを支援

150
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論文・特許・新聞から技術動向や競合を分析する
「JDream Innovation Assist」のご紹介
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サービスの目的

お客様の「新たな価値の創出」をアシスト

1 新技術・新製品の発明や開発 プロダクション・イノベーション

2 新たな生産方式の導入 プロセス・イノベーション

3 新たなマーケットの開拓 マーケット・イノベーション

4 新たな資源・買い付け先の開拓 サプライチェーン・イノベーション

5 新たなシステム構築による組織の創出 オルガ二ゼーション・イノベーション

部門を越えたイノベーションをアシスト！

Copyright 2022 G-SEARCH LIMITED



①現状を把握する情報収集をアシスト！

■日刊工業新聞記事
あらゆる産業分野の情報
新商品・注目企業・海外進出・売上目標数値・M＆A情報

■特許文献
国内に出願されている特許情報
新技術、新機能、注目技術、各分野の主要プレイヤー

■論文
国内・海外の学術文献（JDreamⅢ）
注目の研究テーマ・研究者、新たな素材、企業の研究動向

基礎研究

技術開発

ビジネス
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②収集した情報の分析をアシスト！

俯瞰
技術動向

競合動向
共創先の探索

技術動向分析
特定の技術分野やプレイヤーを、基礎研究・開発・ビジネスの観点で俯瞰
技術動向や注目技術、注目プレイヤーを瞬時に把握

プレイヤー軸で分析
特定分野のプレイヤー、プレイヤーごとの特徴的な技術、プレイヤーの
ネットワークを瞬時に把握

研究者・発明者軸で分析
注目テーマの研究者、注目機関に所属する研究者や発明者、発明者の
ネットワークを瞬時に把握

注目研究者
共創先の探索
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③分析データの活用をアシスト！

情報
シェア

共通認識からコミュニケーションをスムーズに！

・事業戦略/研究戦略の策定
・新規テーマの探索
・共創/競合プレイヤーの動向確認
・共創先の探索
・新規顧客の開拓
・仕入れ先の開拓

Copyright 2022 G-SEARCH LIMITED



情報源

情報源 情報源 収録年 検索対象項目 更新頻度

論文データ JDreamⅢ
・JSTPlus
・JMEDPlus

国内・海外の科学技術・医学薬学文
献情報。世界50カ国の情報を含む。
海外文献は日本語訳を収録

提供：国立研究開発法人科学技術振
興機構

直近12年分
2022年4月時点は発行
年2010年分より収録

タイトル,抄録
発行年,資料名
著者名,機関名
主題語,
科学技術分類,
国際特許分類(IPC)※
など

週1回

特許データ 国内特許情報 日本国内出願特許

提供：Patentfield株式会社

直近12年分
2022年4月時点は出願
日2010年1月1日より
収録

タイトル,要約,代表図面
出願日,出願人,発明者
国際特許分類(IPC)
など

週1回

新聞データ 日刊工業新聞 日刊工業新聞記事データ

提供：日刊工業新聞社

直近12年分
2022年4月時点は発行
日2010年1月1日分よ
り収録

タイトル, 本文
発行日
国際特許分類(IPC)※

週1回

※独自プログラムによる機械付与
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共通する技術分類を付与
技術分類として国際特許分類（IPC）を使用

論文と新聞にIPCを機械付与しており、特許視点で
3つの情報を検索できます。

IPCの説明文を要約（意訳）しており、誰でも分
かりやすい技術分類で検索・表示できます。
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サービス概要
論文・特許・新聞の３つの情報をまとめて検索・結果を自動的にグラフ化

簡易な操作 グラフ＋トピックス 多彩なグラフ
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プラン名 料金 ID数・その他

JDream Innovation Assist
標準プラン

300万円/年間

同時接続数：制限なし
管理者より利用者へ招待メールを配信
利用者IDはメールアドレスJDream Innovation Assist

JDreamⅢセットプラン

240万円/年間

※JDreamⅢを年間60万
円以上ご契約のお客様

料金プラン
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「JDream Innovation Assist」セミナー
https://ia.jdream3.com/index.html#seminar

■サービス紹介サイト
https://ia.jdream3.com/

■トライアル申込
https://jdream3.satori.site/jdia_trial_application_hp

■サービスに関するお問合せ
https://jdream3.satori.site/jdia_inquiry

■動画 2022/5/19リリースセミナー
https://youtu.be/DxYxeF5aujs
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研究者探索サービス
「JDream Expert Finder」の最新情報

Copyright 2022 G-SEARCH LIMITED



JDream Expert Finder とは
約4,300万件の学術文献を情報源とした研究パートナー探索サービスです。

科学技術・医学薬学分野の研究者約150万人を収録します。

研究開発の促進・イノベーション活動を支援

JDreamⅢ
学会発表・論文
ビッグデータ

科学技術・
医薬分野の
研究者

研究推進力と
特別な成長指標

4,300万件 150万人
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JDream Expert Finder のデータ構成
JDreamⅢの文献データを研究者単位に実績をまとめています。過去の発表論文に付与されて

いるキーワードを研究者に紐付く研究キーワードとして収録します。

富士通 太郎 ○○大学
論文数 115
第一著者論文数 25
被引用数 149
論文初出年 2005
研究キーワード
高分子液晶:78, 分子配向:31, 光重合:15, アゾ化
合物:13, 光応答性高分子:8 ……

過去5年間に5件以上の文
献がJDreamⅢに収録されて
いる研究者が対象です。

富士通 太郎氏の論文
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情報源の特長

著者（研究者名）と所属機関の名寄せ
著者ID、機関IDでまとめられています。国内誌、海外誌問わ
ず業績をカバーしています。

統制されたキーワード付与
用語集（シソーラス）から選択されたキーワードが付与されてい
ます。著者が使用した用語が異なっても同じ内容であれば同じ
キーワードが付与されます。
準シソーラス用語はシソーラスに収録されていない新しい用語で、
論文中から採用されます。

著者、所属機関が名寄せされており、同一人物、同一機関と判断されれば同じIDでまとめられて
います。各レコードには主題内容を表す統制されたキーワードが付与されています。
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3ステップで求める研究者候補を発見

研究キーワード
研究者名・機関名

❶ 検 索 ❷ 研究者候補リスト ❸ 研究実績情報

研究者
150万人

がん免疫療法

JDreamⅢ論文情報を解析し、技術用語・
共著ネットワークの中心性等を特徴付け

候補リスト

キーワードの重要度

思いつく研究キーワードや文章から、直感的な操作で、簡単に研究者を見つけることができます。
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研究室サーチへの連携
JDream Expert Finderの検索結果から研究室の詳細情報をダイレクトに参照

❶ 検 索 ❷ 研究室情報

研究室情報の中には研究室の概要をはじめ、技術キーワードや
所属研究者の情報が含まれます。

富士通太郎
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JDream Expert Finder 活用シーン

企業・大学・研究機関 大学・公的研究機関 企業

産学官連携の研究パートナー探索、若手研究者のリクルーティング、キー・オピニオン・リーダーの
特定など、様々な目的の研究者探しにお役立てください。

共同研究者探索
•自社の課題を解決しうる研究者を調査
•産学官連携・オープンイノベーション推進
•研究推進力のある若手研究者の発掘

KOL/販売戦略
•市場に影響力のある研究者（KOL）を
探索

•論文執筆・治験・マーケティング

Know-Who
•大学内の技術を俯瞰的に評価、ニーズが
マッチする企業へ提案

• リクルーティングでの研究者実績確認
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活用シーンを想定したWebセミナー
＜セミナー申込受付ページ＞テーマ一覧（ソリューションセミナー）

①マテリアルズ・インフォマティクス(MI)
②製薬業界のKOL探索
③デジタルツイン
④マイクロプラスチックと環境問題
⑤カーボンリサイクル
⑥AIを活用する品質管理
⑦水素社会に向けた燃料電池

お気軽にご参加ください！
◆ソリューションセミナーの概要
・参加費は無料（ご契約のないお客様も受講可能）
・セミナー時間は1時間（14:00～15:00）
・実施頻度は月2回程度

NEW

NEW
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AIを活用した医薬文献検索ツール
「JDream SR」のご紹介
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JDream SR とは

論文調査者の
負担を軽減

独自技術による
分野特化型
システム

数千万件の
医薬学術情報
ビッグデータ

医療分野における論文
調査作業を効率化する

AI支援機能

富士通独自技術による
高度な専門分野の
情報解析を実現

国内外の医薬文献・海外
治験情報データベースを

収録

グローバルな医薬文献情報の文献調査をAIがサポート
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JDream SRの収録データ

情報カテ
ゴリ

データベース
(ファイル)

収録年代 収録情報

海外医薬
文献

MEDLINE
（PubMed)

2000年以降 米国国立医学図書館(NLM：National Library of Medicine)
が作成・提供する医学およびその関連領域を対象とする文
献情報。

PubMed Central
※１

2000年以降 国立医学図書館(NLM)の部署である国立生物工学情報セン
ター(NCBI)が運営する、生物医学・生命科学のオンライン
論文アーカイブ。論文の本文まで閲覧可能。

国内医薬
文献

JMEDPlus
(JDreamⅢ）
※２

2000年以降 JDreamⅢに収録されている医学薬学関連の文献データ
ベース。日本国内発行の資料から医学、薬学、歯科学、看
護学、生物科学、獣医学等に関する文献情報を収録。

海外治験
情報

ClinicalTrials.gov 2000年以降 国立衛生研究所の米国国立医学図書館によって運営されて
いる臨床試験のレジストリ。209か国からの329,000件を
超える試験からの登録。

※1 海外医薬文献は、MEDLINEに加え、PubMed Central（PMC）の内、「“CC BY” (クリエイティブコモンズライセンス、帰属情報を表示し、商用利用・改変・再利用可能なもの)」とされているもの
※2 国内医薬文献は、JDreamⅢからJMEDPlusを収録

信頼性の高い医薬文献情報をグローバルに収録
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JDream SRでの解析表示

PubMed JDream SR

情報解析結果の表示支援機能により、内容の把握が容易に

キーワードの関係を矢印
で紐づけ
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抄録・画像等の一覧

JDream SRでの検索

固有表現集計&クロス集計

ダッシュボード機能

文献検索結果画面

関係性集計機能

年代別固有表現集計機能

ネットワーク分析機能色別ハイライト＆矢印ナビゲーション

国内外の膨大な学術情報からAIが重要な知見を創出
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今後のアップデート予定

※画面のイメージは開発中のものです。
変更になる可能性がありますのでご了承くだ
さい。

画面の大幅アップデートを予定（今冬）

2023年以降：情報源の拡張、アノテーションデータの販売、APIシステム連携
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臨床・医療従事者 製薬・研究開発

・がんゲノム医療・遺伝子診療の
文献キュレーション
・適応外医薬品のエビデンス・治験
情報
・疾患・症状など特定項目の関連
性調査
等

・ドラッグリポジショニング
・既存薬の適応症拡大の可能性
・新薬開発に向けたシーズ探索
・医療技術評価(HTA/HEOR)の
エビデンス調査
等

食品/化学分野への応用

・食品分野への応用（機能性表示
食品、組み換え遺伝子の影響等）
・化学分野への応用（化合物への
人体への影響等）
等

医薬・ライフサイエンス分野の研究開発の促進をAIがサポート

「JDream SR」ご利用シーン
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JDream SR無料トライアル/今後のセミナー日程

無料トライアルお申し込み
○URL：

https://jdream3.com/lp/jdream_sr/

今後の開催セミナー
○11/24(木) 14:00～

AIを活用した新しい医薬情報検索

○11/30(水) 14:00～
論文データの利活用による創薬戦略

「jdream sr」で検索

JDream SRをご自身でぜひお試しください

↓↓お申し込みはこちらから↓↓

11/24
AIを活用した新しい医薬情報検索

11/30
論文データの利活用による創薬戦略

Copyright 2022 G-SEARCH LIMITED

https://jdream3.com/lp/jdream_sr/


AIを活用した３つのJDream関連サービス

新技術の開発や、新たな市場
の開拓など、部門を超えたイ
ノベーション創出

産学官連携の相手探しや
キー・オピニオン・リーダー
（KOL）の探索

医薬・ライフサイエンス分野
の研究開発における新たな気
づきを支援

150
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ジー・サーチからのお知らせ
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電子ドキュメント提供：RightFindサービスラインナップ

電子ドキュメント
デリバリーサービス
１億4000万件以上を収録
するカタログデータベースから
検索＆注文。

最短5分以内にPDF納品

ドキュメント・著作権管理ソリューションサービス
・管理機能（ユーザー・著作権・ドキュメント）
・ライブラリ機能
・購読雑誌・Token登録管理（リンクリゾルバ機能）

年間ライセンス料金

テキストマイニング向け
全文XMLコンテンツ
プラットフォーム

最適なデジタルコンテンツプラットフォームで、DX・イノベーション活動をサポート

ドキュメント共有・再利用・複製

＋

＋

RightFind 
Enterprise

RightFind 
XML for Mining

JAC Digital Copyright License
（デジタル著作権包括契約）

RightFind
Now

RightFind
Business Intelligence

全文セマンティック検索機能

RightFind
Insight

コンテンツ
利用分析

年間ライセンス料金年会費等維持費無料

論文全文をビッグデータ解析用
の著作権を取得したXMLフォー
マットで提供。
分析・データ加工作業を
効率化
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 米国著作権管理団体Copyright Clearance Center（CCC）が提供する
コンテンツ提供サービス

 CCCが提供するデジタル著作権包括契約（JAC DCL） と組み合わせて利用
する事で、デジタル文献の 蓄積・共有を実現し、コンテンツに関わる作業効率を
向上

 利用目的に応じたデータ形式で、必要なデジタルコンテンツ（購読雑誌・保有文
献・新規購入）のベストミックスによる取得・管理費用を最適化

RightFindサービスが解決するデジタルコンテンツ活用の課題

RightFindは著作権包括契約の権利情報を正確に確認するための
唯一の著作権確認情報ソース
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RightFind™ Enterprise

契約ジャーナル、社内所蔵文献、オープンアクセス、PayPerViewから適切な文献を自
動判別し、最も安価な情報ソースから自動取得

 JAC著作権包括契約（JAC-DCL）との組合わせにより、正しい著作権処理と共に文
献の社内共有・保存を実現

 パーソナル＆シェアライブラリでコメント・タグを付加した文献管理と共有

検索 取得 購入 共有 分析・管理

電子ドキュメントデリバリーサービス＆文献・著作権統合管理ソリューション

デジタルコンテンツの戦略的かつ安全な利活用を実現
Copyright 2022 G-SEARCH LIMITED



概要
医薬品の安全性に関する文献情報収集の負担は増
加する一方です。当局による規制及び監査体制がより
厳格になっており、レビュー作業の量は年間10〜20%
の割合で増加しているとされています。

重複文献の最小化
DialogアラートとDrug Safety Triagerの二重の
チェック機能により、重複文献に対するレビュー作業
の手間を省き、必要な文献だけを確実に入手する
ことができます。

文献レビューワークフローの自動化
Dialogアラートの配信結果は、Drug Safety Triager に自動的にインポートされ、検索式や受信
先、配信頻度など変更は全て監査履歴として記録されます。

AI (機械学習) の実装
AIの機械学習により重要度が高いと判断された文
献が最初に評価できるように並べ替えられた文献リ
ストを示しています。

AIを導入した
DST 

-報告義務のある文献
が上位に集中

通常の
DST-

報告義務のある
文献と報告義務
のない文献がラン
ダムに分布

Drug Safety Triager (DST) の特徴
個別症例報告（ICSR)や定期レポート等の安全
性報告のための文献レビュープロセスを効率化する
バリデーション対応サービスです。ファーマコビジラン
スに必要な信頼性を確保し、業務にかかるコストと
時間を大幅に節約できます。

医薬品の安全性文献監視のための Drug Safety Triager
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Thank you
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